
消防団員に
なろう！

　令和元年7月27日（土）に第70回富山県下消防団消防操法大会が富山県広域消防防災センター（富山市惣在寺）で行われました。
（ポンプ車の部22チーム、小型ポンプの部11チーム出場）消防団消防操法大会は、消防機械器具取扱いの習熟や団員の士気高揚
及び火災防ぎょ技術の向上を目的に毎年行われています。大会は火災現場を想定し実施され、指揮者の号令により、隊員がホースを
延ばし、消防ポンプ車から約60ｍ前方にある標的に放水し消火するまでの安全性、確実性、迅速性を評価し、順位を決定するものです。

　「消防団応援の店」は、消防団員を地域ぐるみで応援し、消防団活動
への理解・入団促進を図るため、賛同する事業所や店舗などの協力に
よって、消防団員やその家族等を対象に、割引サービスを提供していただく
制度です。
　現在、高岡市内では254店舗、全国では4,000を超える店舗（飲食店、
物販店、各種施設等）が登録されています。
　また、この制度の趣旨に賛同し『消防団応援の店』に新規登録し消防団員
をサポート頂ける事業所・店舗の皆さまも募集中です！

※第70回富山県下消防団消防操法大会 於富山県広域消防防災センター（左：次勝 北般若分団　右：七勝 伏木西分団）

高岡市消防団広報紙
消防団は地域のヒーロー
　　　　住民の皆さんの安心・安全のために…

3Vol.Takaoka Volunteer Fire Corps

私たちのまちを守るために、消防団には､あなたの「ちから」が必要です。
入団資格は18歳以上で、高岡市に居住、勤務又は通学している方なら誰でも大丈夫です。

皆さんの入団をお持ちしています。

急募

254  店舗高岡市内に



● 庄川・小矢部川総合水防演習

https://www.city.takaoka.toyama.jp/
shobo/shobodan/syouboudanhp.html

https://www.facebook.com/
takaokabundan/

高岡市消防団 検索

● 公式ホームページ

● Facebookページ
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高岡市消防団 Facebook 検索
カチッ

発　　　行／高岡市消防本部・高岡市消防団　TEL.0766-22-2266　令和元年１２月発行
編集委員長／島尚司（団本部）
編 集 委 員／川端徹也（博労）、中尾徳志（野村）、柴田勝則（西高岡）、髙井浩太（太田）、鶴谷卓哉（伏木北）、岡本義昭（北般若）、澤田克己（是戸）、平野伸吾（大滝）、今井昌二（赤丸）

インター
ネットで！

消防団の活動・活躍はこちらからもご覧頂けます！

現場で！
当面の高岡市消防団の主な活動は次の通りです。
団員の活動を直接ご覧頂き、さらなるご理解とご支援を
お願いたします。

ご自宅のパソコンやお手持ちのスマートフォン
からも消防団の組織や活動内容を、写真などで
ご覧頂くことが出来ます。

　令和元年5月18日（土）、高岡市出来田地先大門大
橋上流大門カイトパークにおいて「庄川・小矢部川総合
水防演習」が行われました。この水防演習は、国土交通
省北陸地方整備局が主催で、以前平成10年度に開催さ
れて以来約20年ぶりに大規模な水防演習がここ高岡市
で行われ、約150名の消防団員が出場しました。高岡
市消防団の各団員は、様々な水防工法を実施し、河川
増水時の対応について確認し、関係機関との協力体
制の強化を図りました。

　高岡方面団野村分団が水防演習終了後に「西日本豪雨」で被災した岡山県
倉敷市を視察しました。管内には一級河川の庄川があることから水害対策
について知識を深める必要があると思い、被災地の視察を行いました。現地
では、復興は徐々に進んでいるものの、未だに手つかずの場所もあり、水害の
脅威に驚かされました。倉敷市の消防担当者の方からは、当時の被害状況
や消防団の役割などを中心に説明を受け、情報収集の集約に特に苦慮した
などを紹介いただきました。普段から訓練を行っていても、災害が起きると
団員自身が被災などによって連絡が取れず、消防団の機能が発揮できない
こともあるとして、今後の対策を検討しなければならないと思いました。

令和2年高岡市
消防出初式1／11（土）　

1／下旬

3／中旬

文化財防火デーに
伴う特別訓練

各方面団
春季訓練

3／20（金・祝）
　～26（木）

火災予防運動に
伴う広報活動

2／29（土） 新任消防団員
特別教養訓練1回目 富山県消防学校

広小路地内
本丸町地内

市内

市内

市内

時　間 内　容 場　所期　日

9:00～11:20

9:00～17:00

3／ 1（日） 新任消防団員
特別教養訓練2回目 富山県消防学校9:00～17:00

● 水害の備えについて視察を実施

消防団に入団して　～入団から６か月 40代 団員～
　入団した時、周囲から「かわいそう」「やめておけばいいのに」などと
言われました。消防団は怖いとか、酒飲みの集まりというイメージをも
たれているようですが、間違いなく、そんな消防団はありません。
　消防団の大きな魅力は、1つ目に「地域を守るヒーロー的存在」で
あることです。私の住む地区では、半年の間に４件の火災が発生しま
した。私も出動しましたが、消火活動の邪魔をしないよう右往左往する
だけ。それに対して、チームワークよく消火活動を実施する先輩団員。
私も今後訓練を頑張り、「地域を守るヒーロー的存在」になりたいと

思いました。
　２つ目は、「世代を超えた素晴らしい仲間」
ができることです。消防団活動は地域のためにみんなが同じ方向を
向いて意識共有できる素晴らしい仲間との出会いの場だと思います。
　消防団と聞いて身構える人も多いですが、家族や仲間、大切な人に
何かがあった時に助けてあげられる技術と経験ができる貴重な場
です。今後も消防団活動を身近に感じ、やりがいと充実を感しながら
頑張っていきたいと思います。


